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成果の概要／小野 肇 

 

研究内容 

植食性昆虫では、利用している植物種を変える「寄主転換」が種分化につながる重

要な過程となる。その際、１）成虫が新たに利用する植物を寄主として認識する能力、

２）幼虫における植物の化学的防御の克服、が必要となる。寄主転換の機構を明らか

にするために。本研究では、同種でありながら異なる植物を寄主として利用する種内

集団「ホストレース」が存在するクルミホソガを研究対象とした。本種には、クルミ

科を利用するクルミレースとツツジ科のネジキを使用するネジキレースが同所的に分

布している。ネジキレースはクルミレースから寄主転換を遂げて派生したと考えられ

ていることから、寄主転換に関わる鍵物質の同定や新規の生物検定法の確立を試みた。 

 

研究成果 

1) クルミ葉表面の水溶性主要化合物の同定 

クルミホソガは触覚で葉表面を叩いて寄主を認識する。触覚先端には味覚感覚毛が

あることから、産卵刺激物質は葉表面の水溶性化合物であると推測される。そこで、

オニグルミ葉を短時間メタノールに浸漬し、葉の表面物質を抽出した。この抽出液か

ら蒸留水に可溶なオニグルミ葉表面成分抽出物を得た。この水溶性抽出物には２種類

の化合物が主要成分として含まれていた。NMR および MS スペクトルによる解析結果

から、これらの化合物を quercetin 3-β-galactoside と quercetin 3-β-glucoside と同定した。 

2) クルミホソガの卵の移植法の確立 

クルミレースからネジキレースへの寄主転換の際に、利用可能な寄主植物の中から、

ネジキが選ばれた理由は不明である。そこで、幼虫の利用可能な植物の範囲を調べる

ために、生物検定法の確立を試みた。クルミホソガは潜葉性昆虫であり、孵化時に卵

から直接葉の中に潜り、蛹化前に葉から脱出するまで、葉の中で発育する。そのため、

卵を成虫が産卵した寄主以外の植物に移植することができれば、幼虫の寄主利用能力

を調べることが可能となる。卵の移植の際に、ゼラチンを接着に用いる等の工夫をし

たところ、35% (n = 237) の成功率で移植が可能となった。 

 

今後の見通し 

 クルミ葉から同定した主要成分がクルミレースの産卵刺激物質として機能している

かを調べたい。産卵刺激活性がある場合は、ネジキレースに対して活性を示すかを調

べて、ホストレース間の寄主認識の相違に関わる鍵物質を明らかにしたい。 

 卵の移植法を確立することができたため、ホストレース間での寄主利用能力を明ら

かにしていきたい。成虫の寄主認識能力との相違を調べることで、寄主転換の際に、

成虫と幼虫の新寄主に対する適応がどのように合致したのかを考察したい。 


